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１． はじめに

住宅用の外壁や瓦などに用いられるセメン

ト系建築材料の廃材が，新築または解体時に

発生している．

今後，高度成長期に建設された建築物の建

替え時期が迫っていることから，廃材の発生

量は右肩上がりで増加することが予測されて

いる．現時点における廃材の処理方法として

は，ほとんどが粉砕後に埋め立て処分されて

おり，発生量の増加により最終処分場を圧迫

することが懸念される．

セメント系建材には，製品によりアスベスト

繊維やパルプ繊維を含むものがあり，このこと

は廃材の再利用にとって障害となっている．

著者らはこれまでに，上記の廃材を原料にし

た水硬性材料（特殊セメント）の製造に関する

セメント系建築材料とし研究を行った結果，

水硬性材料を得て再利用が期待できる有用な

ることができた ．
1-3)

の可能性をさらに高め本研究では，実用化

るために，強度の改良を目的とした新たな水

硬性材料の合成を試みた．

２． 実験方法

著者らがこれまでに検討した主要なセメント
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3CaO SiO C S -2CaO鉱物は ・ (以下 およびβ， ， ）2 3

， ． ，・ (以下 β ) であった しかしながらSiO -C S2 2

β の場合には初期の強度発現が不十分とな-C S2

る結果も得られていたため，さらに強度の改善

が期待できる ・ (以下，α ）に関α-2CaO SiO -C S2 2

する検討を行った．

２．１ 使用材料

出発原料は， 廃材としパルプ繊維を含有する

た． パルプ繊維が他の材料使用に際しては，

との混合や焼成などを阻害する恐れがあった

ため，あらかじめ ℃で 分間仮焼する500 60
ことでパルプを除去した． ℃で仮焼した500
廃材の蛍光 線分析（以下， 分析）によX XRF
る化学組成を表１に示す．

２．２ の合成方法α C S- 2

水硬 性材 料 の調 合条 件は ，モ ル比 で

C a O / S i O = 2 . 0 2 . 6 C a O /2 ～ ， 水 硬 率

SiO +Al O +Fe O =1.5 1.8 SiO /（ ） ～ ，珪酸率2 2 3 2 3 2

Al O +Fe O =2.0 7.0 Al O /Fe O =1.0（ ） ～ ，鉄率2 3 2 3 2 3 2 3

～ とした．2.0
補充成分として添加する材料としては，従

来から使用していた特級試薬の炭酸カルシウ

ム及び酸化鉄の他，新たに炭酸ナトリウム，

五酸化二リン，炭酸カリウムを使用し，既述

した条件となるよう添加・混合した．

水硬性材料の製造条件は，廃材に補充成分

を調合に従い混合し，混合物を直径 程5mm
度の球状に成形した．これを ℃で乾燥す105
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